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社会シミュレーションをはじめよう

artisoc Cloud を使うと、コンピュータのなかに人工社会をつくることが
簡単にできます。まずは体験してみましょう。
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✓ artisoc Cloudの詳しい情報は、製品紹介ページ をご確認ください。
✓ レシピブックをはじめる前に、artisoc Cloudにログインしてください。
✓ Webブラウザは、Firefox もしくは Google Chrome をご利用ください。

https://mas.kke.co.jp/artisoccloud/
https://mas.kke.co.jp/artisoccloud/
https://artisoc-cloud.kke.co.jp/


3つのステップではじめる
マルチエージェント・シミュレーション

01. artisoc Cloudレシピブック
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エージェントが動くモデルをつくる

artisoc Cloudでシミュレーションを行うための手順は次の通りです

① モデルツリーで「エージェント」を定義する

② エージェントのルールを記述する

③ 出力画面を定義する
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シミュレーションを実行します

①モデルツリー

②ルールエディタ

③出力画面

出力画面ルール画面



① エージェントを定義する

モデルツリーで「空間」「エージェント」「変数」を定義します

• モデルツリーの「Universe ＋」をクリックして、
「空間を追加」を選択します。

空間名： map

• モデルツリーの「map ＋」をクリックして、
「エージェント種別を追加」を選択します。

エージェント種別名： person

• モデルツリーの「person ＋」をクリックします。

変数名： color

変数名： speed
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Add Edit Delete 



エージェントの色と歩行速度を指定し、画面中央に移動、向きを変えます

• モデルツリーの「Universe」をクリックしてルールエディタを表示します。

• モデルツリーの「person」をクリックしてルールエディタを表示します。

② エージェントのルールを記述する
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✓ 大文字と小文字を区別します。
✓ インデントは4つの半角スペースです。
✓ 「self.」と入力すると候補が表示されます。
✓ 関数の詳細については、画面右上の「i」マーク >「関数仕様」をクリックしてください。

https://artisoc-cloud.kke.co.jp/documents/functions/index.html#gsc.tab=0


③ 出力画面を定義する

マップ出力画面を定義します

• 出力画面を表示します。

• 出力パネル > 出力設定 > マップ出力 を選択し、
「追加」をクリックします。

マップ名： map

空間： map

• マップ要素リスト > エージェント「＋」を
クリックします。

要素名： person

出力対象： person

エージェント表示色：

変数指定： color
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シミュレーションを実行します

実行パネルでシミュレーションの実行と停止を操作します

「実行」 シミュレーションを実行します

「ステップ実行」 1ステップ実行します

「一時停止」 一時停止します

「停止」 停止します

「ディレイ」 実行ウェイトをかけられます

• 空間がループする場合、空間の上と下、
右と左がつながっています。

• うまく動いたらエージェントの数を 100
にして実行してみましょう。
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✓ シミュレーション実行前に右上の「保存」をクリックすることをおすすめします。
✓ モデル名は右上の「基本情報」> モデル名 から変更できます。

01. レシピブック サンプルモデル1

https://artisoc-cloud.kke.co.jp/models/phlo25VhSpm-rux8rzz8ew


[Tips] サンプルモデルを継承して新規作成

• サンプルモデルを表示し、右上の「継承して新規作成」をクリックすると、自分が作成し
たモデルと同じようにルールの編集ができるようになります。
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